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１ 施設の名称 

四日市市営宮妻峡ヒュッテ 

 

２ 指定の期間 

平成３１年４月１日～平成３６年３月３１日 

 

３ 審査の内容 

四日市市営宮妻峡ヒュッテ指定管理者の候補者の選定 

 

４ 募集及び選定の経過 

選定委員会による募集要項の審査   平成３０年 ６月 ５日（火） 

募集要項の配付開始、ＨＰ掲載    平成３０年 ６月１５日（金） 

応募説明会             平成３０年 ６月２２日（金） 

質問書受付             平成３０年 ６月２５日（月） 

～６月２７日（水） 

質問書回答             平成３０年 ７月 ３日（火） 

指定申請提出期間          平成３０年 ７月２４日（火） 

～７月２６日（木） 

選定委員会による応募者ヒアリング  平成３０年 ９月 ６日（木） 

選定委員会による総合審査      平成３０年１０月１５日（月） 

 

５ 指定管理者応募者名 

特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会 

理事長 杉浦 啓二 

 

６ 選定審査の方法 

（１）提出書類の確認 

応募者からの提出書類については、募集要項に定める応募の資格等を満たし、適

正に記載されていることを確認しました。 

 

（２）応募者ヒアリング 

応募者に対し、応募者ヒアリングへの出席を求め、提案内容等についての説明及

び質疑応答を行いました。 

 

実施日  平成３０年９月６日（木） 

場 所  四日市市総合会館 ７階第２研修室 

要 領  ４０分間のヒアリング（団体説明２０分、委員質疑２０分） 

 

（３）総合審査 

提案内容の審査については、応募者の指定申請等書類及びヒアリングの内容を基
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に、選定委員会において、選定審査基準〔別紙１〕に掲げる評価項目ごとに５段階

評価を行い、評価項目ごとの配点に５段階評価に対する率を乗じて得られた点数を

全項目加算（８０点満点）し、得られた各委員の点数を合算したものを、８０点満

点換算して応募者の提案内容の得点としました（小数点第２位まで求め、四捨五入）。 

提案価格の審査については、応募者が１団体のみであったことから、配点の２０

点を提案価格の得点としました。 

これら提案内容と提案価格の総計得点（１００点満点）において、標準点を満た

しますので、応募者を候補者として選定しました。 

 

７ 選定結果 

指定管理者候補者  特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会 

 

８ 選定結果の概要 

評価項目 総得点 
特定非営利活動法人 

自然と子どもを育てる会 

提案内容・評価点（ａ） ８０ ５３．６ 

提案価格 ５か年（単位：円） － １８，１１７，０００ 

提案価格・評価点（ｂ） ２０ ２０．０ 

総計（ａ＋ｂ） １００ ７３．６ 

順位 － １ 

詳細な評価得点結果は、指定管理者候補者選定審査票(集計表)〔別紙２〕のとおりです。 

 

９ 審査講評 

四日市市営宮妻峡ヒュッテは、市民の健康の増進を図り、市民福祉の向上に寄与す

ることを目的に、市民が自然に親しみ、健全な憩いの場として、大きな役割を果たし

ています。 

宮妻峡は、本市を代表する景勝地のひとつであることから、宮妻峡ヒュッテは、効

果的な情報発信により、豊かな自然体験活動などの集客事業の実施や、鈴鹿山脈への

登山の拠点施設としての役割を果たすことが期待されています。 

そこで、指定管理者になろうとする団体については、施設の持っている目的や性格、

新たな集客事業の実施という点を重視しながら指定管理者候補者選定審査基準〔別紙

１〕に基づいて検討し、審査しました。 

特定非営利活動法人自然と子どもを育てる会は、平成１８年から指定管理者として

運営してきた実績から、利用者アンケートを活かして、自分たちで改善できる取り組

みを進めており、例えば野外炊事場の古くなった椅子や机は、廃材を利用して新たに

製作したり、施設内照明のＬＥＤ化を進めたりするなど、施設改善に向けた取り組み

を着実に実施しております。そのような中、段差部分へのスロープの設置や風呂場へ

の手すりの設置など、バリアフリーに関する部分でも積極的な提案をしていることな

どから、今後も利用者に対するきめ細かな管理運営が期待できます。 
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また、事業計画については、継続的な取り組みの実施以外にも、情報発信に係る事

業として、アンケート等から利用者層を分析し、利用者層別にイベントの案内を行っ

たり、SNSを活用し、リアルタイムな情報を提供したりするなど、新たな事業へも意

欲的に取り組もうとする姿勢が見受けられます。 

さらに、施設利用者に向けた取り組みとして、礼状はがき送付によるリピーターの

確保や、新たな情報提供サービスとして、利用者名簿に Eメールアドレス欄を設ける

など利用者に寄り添った提案については評価できます。 

その他、地域団体とのイベント連携や宮妻峡周辺の安全管理計画の策定など、ＮＰ

Ｏのメンバーそれぞれが、地域の社会貢献を目的に、やりがいを持って取り組んでい

こうという姿勢が強く感じられます。 

一方で、ファミリー層や若い世代に向けた情報発信という分野においては、より多

くの方に利用してもらうために、例えば地元の大学生や山岳部の利用者を中心とした

若い世代と連携するなど、より効果的な情報発信となるよう改善すべき点が見受けら

れます。 

以上のような点を踏まえ、総合的に審査した結果、特定非営利活動法人自然と子ど

もを育てる会を、四日市市営宮妻峡ヒュッテの指定管理者の候補者として選定します。 
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別紙１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得点付与の方法

評価 判断基準 得点の付与方法

Ａ 特に優れている 配点×１．０
Ｂ 優れている 配点×０．８
Ｃ 普通 配点×０．６
Ｄ やや劣っている 配点×０．４

Ｅ 劣っている 配点×０．２

※地域貢献のみ、Ｅ評価の得点付与は下記のとおり

Ｅ 劣っている 配点×０．０

※地域貢献については、評価基準①～④それぞれに０．５点を付与。

配点

大項目 中項目 中項目 大項目

1
施設の性格や目的等に合致
した方針があること

施設の性格や設置目的、現状と課題、指定管理者となる意義や責務について、認識がある
か。

5

施設運営における市民の平等な利用について考慮されているか。

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇をしたりすることはないか。

施設の利用を促進させる方策等はあるか。

利用者サービスに対する方策等あるか、向上への期待が持てるものか。

経費の節減や業務の効率化を継続的に提供する方策等はあるか。

団体の経営理念や方針は指定管理者として相応しいものか。

団体の経営状況は良好か、不測事態や資金需要の集中に対する余裕はあるか。

過去の決算や業績から経営の安定性を欠くような点はないか。

施設管理運営の実施方針
（合目的性）

団体の実施方針は、市の施設運営方針や管理の基準等を逸脱していないか。
基本的な考え方を補完する実施方針となっているか。

5

業務遂行に必要な職員体制や配置人員は適切であるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

業務従事者の勤務割振、勤務時間等は適正か。

団体として当該施設の管理運営をサポート、バックアップする体制はあるか。

市や関係機関との連携や協働について、考え方を明示しているか。

従事者研修や業務指導に関する方針や計画が立てられているか。

収支の均衡は適正か。収入と支出項目に漏れがないか。

過小又は過大な見積りはないか。積算根拠や方法に誤りがないか。

事業の提案内容や施設の有効利用に創意工夫や斬新性は認められるか。

年間の事業量を適切に把握し、実行できる計画内容になっているか。

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握しているか。

サービス向上のための方策として、利用者層の拡大、稼働率の向上に向けた事業を実施で
きるか。
利用者に対する広報宣伝、情報提供などができるか。

利用者の苦情や要望、意見等への対応は適切に処理できるか。

施設や附属設備の保守点検作業は基準や仕様を満たしているか。
業務の第三者委託の範囲等は適当であるか。

地域や他団体と連携して、施設の魅力を高める方策があるか。

事務や会計処理の基準や手続に基づき、適正に処理することができるか。

経理帳簿・台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ITを活用することができるか。

業務報告や事業報告を適切に作成し、自ら評価し、改善姿勢はあるか。

安全対策は明確で業務従事者の教育、訓練の実施計画はあるか。

指定管理者の帰責事由による損害賠償等リスクに対応できるか。

事故や災害時等緊急時の連絡体制や市への通報は示されているか。

犯罪防止、秘密保持、個人情報保護等セキュリティ対策をしているか。

省エネ、環境負担の軽減に配慮し、廃棄物は適切に処理できるか。

周辺環境や地域住民等への配慮した提案がなされているか。

障害者、子ども、高齢者の立場で利用への配慮や工夫をしているか。

過去の実績等 類似施設や関連業務の管理運営実績があるか。 3

市内に活動拠点を置き、活動実績があるか。 0.5

法定雇用率が達成されているかなど、障害者雇用に対する取り組みがあるか。 0.5

育児休業制度が規定されているかなど、男女共同参画に対する取り組みがあるか。 0.5

市内における地域貢献の実績があるか。 0.5

提案
価格

価格点　＝　２０　×　（最低提案価格　／　当該提案価格） 20 20

100 100

2

提案価格（価格点）

合　　計

安全管理、緊急時等の対応
（安全性）

5

環境、障害者等への配慮
（社会性）

4

6 地域貢献

11

5

事
業
計
画

52

施設の運営体制や組織（責
任性、実行性）

8

事業への具体的な取組み方
（機能性、独創性）

17

適正な管理や経理（明瞭
性、規律性）

10

5

3
施設の効用が最大限発揮さ
れていること

5

4
団体の経営状態
（経営の健全性）

11

指定管理者候補者選定評価基準

区分 
評価項目

評価基準

提
案
内
容

基
本
的
な
考
え
方

15
2

市民の平等な利用が確保さ
れていること
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別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市営 宮妻峡ヒュッテ

 

特定非営利活動法人
自然と子どもを育てる会

大項目 中項目 総得点

1 施設の性格や目的等に合致した方針があること 5 7 35 21.0

施設管理運営の実施方針（合目的性） 5 7 35 24.0

過去の実績等 3 7 21 16.8

・市内の活動実績 0.5 3.5 2.2
・障害者雇用 0.5 3.5 2.1
・男女共同参画 0.5 3.5 2.1
・市内の地域貢献 0.5 3.5 2.8

80 7 560 375.0

80 53.6

¥18,117,000

20 20.0

100 73.6

順　　位

提案
価格

提案価格

ｂ．価格点（２０×最低提案価格／当該提案価格） 　

総　　計（ａ＋ｂ）

6 地域貢献 7

合　　計

ａ．評価点（８０点換算）

安全管理、緊急時等の対応（安全性） 5 7 35 22.0

環境、障害者等への配慮（社会性） 4 7 28 22.4

17 7 119 91.8

適正な管理や経理（明瞭性、規律性） 10 7 70 42.0

77 46.2

5 事業計画

施設の運営体制や組織（責任性、実行性） 8 7 56 33.6

事業への具体的な取組み方（機能性、独創性）

35 25.0

3 施設の効用が最大限発揮されていること 5 7 35 21.0

提案
内容

基本的な考え方2 市民の平等な利用が確保されていること 5 7

4 団体の経営状態（経営の健全性） 11 7

指定管理者候補者選定審査票（集計表）

審査対象施設

区分 
評価項目

配点 委員数 総配点


